
 

山行報告書 

神戸勤労者山岳会 

 

１． 参加者 

L 千賀、SL 池田、西口、別府  受講生：服部、後藤、山崎 

２．山域／ルート 

滋賀 伊吹山 

３．交通手段 

  車 

４．行動記録    ＜入山日  2022 年 2 月 19 日  下山日 2022 年 2 月 19 日＞ 

2 月 19 日 神戸 4:00→7:30 上野登山口 8:20 出発 → 11:30 到着 7 合目付近  

12:20 下山開始→ 14:10 上野登山口→帰神 

 

５．山行中の問題点・事故に繋がる要因 

a)予定のルート・日程で行動出来たか？ 

低気圧接近のため 登頂を目指さず降雨開始前に下山した。 

 

b)事故に繋がりそうな要因（ヒヤリハット）が発生したか？ 

特になし 

 

c)パーティーで、山行中の事故に繋がる要因につき、山行後検討したか？ 

特になし 

 

６．その他、ルートに関する情報・気がついた事など記す 

【伊吹山感想】 

・山崎さん： 

高速道路から雄大な伊吹山が見え、近づくにつれその迫力はどんどん増してきました。同時に、こ

んなに大きな雪山を登れるのか…と不安も膨らんでいきました。 

しかし、歩き始めてみると意外にもあっという間に 6 号目避難小屋に到着。覚悟していたよりずっ

と近くてほっとしました。 

悪天・雪崩リスク回避のため山頂には行けませんでしたが、弱層テストがとても良い勉強になりま

した！ 

スノーシューでの歩行など初めに比べると少しずつ雪山に慣れてきた気がします。まだまだ課題

もたくさんなので、教室終了後も積極的に雪山トレーニングをしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まもなく最終到達点！          集合写真 雪たっぷり！ 



・服部さん： 

荒島岳テント泊予定が天候不良で伊吹山日帰りに変更となり、少しガッカリしていましたが、 

①スノーシュー歩行の修正（足の置き方を雪面に水平に置き、つま先に体重を乗せる） 

②天候の悪化を空で予知（笠雲・太陽の周りに虹色の輪＝ハロ） 

③雪崩の仕組みを知る（弱層テスト） 

④登山口の高橋さんご夫婦に感謝（登山者へ安全＆安心の声かけ） 

伊吹山でも楽しく有意義な山行が出来、よい一日を過ごす事が出来ました。 

皆様ありがとうございました❣ 

・千賀： 

直前まで計画変更で種々ご迷惑をおかけしました。またご協力ありがとうございました。 

結果、日帰りでの伊吹山となりましたが、温暖前線通過時の天候変化観天望気・シャベルコンプ

レッションテストなど今回の気象条件で可能な事項を実施することとしました。 

これからの皆さんの山行が安全で有意義なものとなりますように、引き続きご一緒いただきながら

切磋琢磨していければと思います。おつかれさまでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終到達点でご飯タイム！          雪景色の伊吹山と ECO-POWER     

 

【雪山教室全体感想】 

山崎さん： 

雪山教室スタッフのみなさま、同期受講生のお二人、4 ヶ月間に渡りご対応いただきありがとうご

ざいました！ 

教室開始前、歩荷トレをきちんとこなせるか不安で不安でずっと泣き言を言っていた自分が懐かし

いです。 

振り返ってみるとやはり体力的な余裕は全くなく、雪上歩行技術も冬山道具の扱いもまだまだお

ぼつかないですが、それでも怪我なく毎回楽しく修了山行まで終えられたのは、みなさんあたたか

くに支えられてのことだったと思います。 

今年は雪にも恵まれ、どの山行も思い出深いですが、特に印象に残っているのが三室山です。豪

雪後で完全ノートレースのまっさらな雪山。そんなところへ入るのは初めての経験でした。自分た

ちでラッセルしながら道を作っていく、後ろにだけ道があるという事実に、歩き初めのその瞬間から

感動。山頂近くの急勾配では全員で力を合わせてラッセルして(ほとんどはリーダーお二人が頑張

って下さいましたが)、全員で山頂を踏めた時は達成感と喜びでいっぱいでした！ 

基礎体力、歩行技術、道具の扱い、天候、地図読み…教室を通してまだまだ課題だらけであるこ

とを実感しました。でもそれ以上に、冬山は魅力的だと改めて感じています。より幅広く雪山を楽し

めるよう、今後もコツコツ努力を重ねたいと思います。 

みなさま、改めてありがとうございました！ 

 



 

服部さん： 

冬山教室の受講を終えて 

座学から修了山行までスタッフの皆様、同期の後藤さん山崎さん、ありがとうございました。 

歩荷トレから修了山行まで毎回学ぶことが多い教室でした。 

スノーシューは、装着方法改善・足の置き方の変更で随分歩き易くなり、以前より長距離を歩く自

信が付いた。 

雪山泊を氷ノ山で初めて体験。しかも雪洞泊。勿論、作成も初めて。何もかも新鮮でドキドキワク

ワク。どれだけ寒いのか不安でしたが大川さん方々のアドバイスを聞き、ツェルトで入口を上手く

塞ぎ、一晩快適に寝ることが出来た。 

そして修了山行で、雪山は雪崩が怖いので弱層テストを学ぶことが出来て良かった。 

スタッフの方々より沢山大切な事を教えて頂き、そして貴重な体験をさせて頂い、本当にありがと

うございました。今まで教えて頂いたことを今後の自分の山行に役出て、来年の受講生へお伝え

出来ればと思っています。 

最後になりましたが、同期の後藤さん山崎さん、雪山教室のご一緒出来て毎回楽しかったです。

ありがとうございました。 

            服部 

 

後藤さん： 

スタッフの皆様 

同期の服部さん、山崎さん 

冬山教室 ありがとうございました 

歩荷トレーニングから始まり、今日の修了山行まで 学ぶことが多く 

自分ではできていると思っていたことも  いかに未熟であったかと思い知りました 

これからもご指導いただければ幸いです 

 

個人的には、読図を学べたことが大きかったです 

氷ノ山の下山時にホワイトアウトした時 コンパスの矢印がとても心強かったことが忘れられませ

ん。 学んできたこと、教えていただいたことを来年受講される方に繋げていければと思います 

後藤 

 

 

 

 

報告者 千賀 2022 年 2 月 20 日 


